
40

地域における福祉の推進

機関紙を通した情報発信と地域ニーズの掘り起こし

　　　　　　　　　　　　　　毎月、機関紙「だんだんよ」を発行し、地域に向け継続的に情報発信することで、身近な存在と感じても
らい、地域に密着した運用や福祉施設として地域の拠点となることを目指している。
　※「だんだん」…方言で「ありがとう」の意味

鳥取県 社会福祉法人こうほうえん 〒684-0033　鳥取県境港市上道町2087- ２　デイハウスあがりみち
TEL：0859-47-6545　FAX：0859-47-6544

❖法人設立年

　　昭和61年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：16施設169事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…７、軽費老人ホーム…５、
老人短期入所事業…７、通所介護（老人デイサー
ビス事業）…18、小規模多機能型居宅介護事
業…５、生活支援ハウス…４、認知症対応型共
同生活介護…８、老人居宅介護等事業（訪問介
護）：４、介護老人保健施設…３、訪問看護…
３、訪問入浴…１、福祉用具貸与…２、居宅介
護支援…５、地域包括支援センター…３、高齢
者向け優良賃貸住宅…１、高齢者専用賃貸住宅
…２、特定施設入居者生活介護…５、通所リハ
ビリテーション事業…５、短期入所療養介護事
業…３、リハビリテーション病院…１、保育所
…６、障害福祉サービス事業…５

❖法人の理念・経営方針

＜理念＞
「わたくしたちは　地域に開かれた　地域に愛さ
れる　地域に信頼される　『こうほうえん』をめ
ざします」
＜基本方針＞
「わたくしたちは　サービス業のプロとして　正
しい情報を伝達し　自分が受けたい　保健・医療・
福祉サービスの　提供・改善に努めます」

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　新さかい幸朋苑、グループホームあがりみち、
デイハウスあがりみち
【施設種別及び利用定員】
　介護老人福祉施設、通所介護、認知症対応型共
同生活介護、小規模多機能型居宅介護

❖活動内容

◇活動開始年：平成20年４月
◇ 活動の対象者：地域住民、関係機関
◇ 活動の頻度・時間：月１回

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では、「地域に開かれた、地域に愛される、地域に
信頼される」施設・サービス提供づくりを理念に掲げてい
る。
　平成18年６月に介護老人福祉施設新さかい幸朋苑、隣接地
に平成19年10月小規模多機能型居宅介護デイハウスあがりみ
ち・認知症対応型共同生活介護グループホームあがりみちが
開設。特に、デイハウスは、介護保険サービスとして制度化
されてから僅か２年目と、サービス内容自体が地域の中に全
く浸透していない状況があった。
　新しい施設・サービスが地域の中に受け入れられ定着し、
地域との信頼関係・協力体制の構築へと展開する、また、地
域ニーズに対し、社会福祉法人としての専門性を発揮してい
くためのきっかけの１つとして、機関紙による情報発信をも
とに活動を展開していくこととした。

□実施内容
　発行に至る初段階として公民館長、上道町各区長に発行意
図を説明、協力要請を行った。
［発行頻度］：毎月１回
［発行部数］：1,050部
［配 布 先］： 上道町１～８区全世帯、関係機関（公民館、地

区会館、保育園、小中高校等）
［配布方法］：直接配布（各区長に各区の世帯分を持参）
［記事内容］： 事業所の紹介（サービス内容、イベント案内、

ご利用者の日々の様子、施設設備の貸し出し
等）、エコ活動の啓発、介護予防・認知症予防
の脳トレ・体操の紹介、地域住民の意見・感想、
ボランティア・物品（食器、タオル等）提供の
依頼　等

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）
・ 介護保険サービスの利用、あるいは、施設や認知症に対す
る偏見を正しい知識や理解につなげるきっかけとなった。

取り組み内容のポイント
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・ エコ活動の輪が地域に広がり、地域住民が直接
施設にプルタブ等を持参されるようになった。
（プルタブ－145.9kg、ペットボトルキャップ－
153.3kg）
・ 施設で行う防災避難訓練に地域住民・警察署か
らの参加があり、地域の防災体制を考えるきっ
かけ作りになった。
・ 配布先に直接足を運ぶことで、自然とコミュニ
ケーションが図れ、地域のタイムリーな生の声
を聞くことができる。また、スタッフの意識が
地域に向き、一人ひとりの視野を広げることが
できる。
・ 勉強室、地域住民が主催するヨガ教室等で空き
スペースや設備を貸し出すことにより、地域住
民が自然と施設に足を運び、施設の環境・雰囲
気を感じてもらうことができる。
・ 地域住民、特に高齢者の方々から毎月楽しみに
しているとの声があり、「だんだんよ」が地域
に定着していることを実感している。

□今後の展開
　活動開始から３年が経過した。「だんだんよ」
を通して地域の輪が広がりつつあり、「継続は力
なり」をまさに実感している。今年度からは関係
機関の配布先をさらに増やし、ネットワークの拡
大を図っている。しかし、福祉拠点としての情報
発信という点では、記事内容がややマンネリ傾向
にある感は否めない。事業所からの一方的な情報
発信には限界があると感じており、地域が本当に
求めている情報をいかに発信できるか。地域代表
メンバーとの運営推進会議やアンケート実施によ
る意見・要望の抽出、作成メンバーへの地域住民
の参加等を今後の課題とし、地域住民とともに作
る地域の情報ステーションになれるよう取り組ん
でいきたい。

機関紙だんだんよ


